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Abstract: This paper analyzes the meaning of “V-te-morau” as a main clause predicate in the “V-te ,V-
te-morau” construction in comparison with the similar “V-te ,V-(sa)seru”, “V-te ,V-(ra)reru” 
constructions. Earlier research has not considered the construction depending on whether the verb is 
used as a main or subordinate clause predicate. This paper argues that the meaning of “V-te-morau” 
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2 テ形接続の意味・用法については、様々な呼びかたがあるが、その意味・用法に【付帯状態】【時間的継
起・起因的継起】【並列】の 3種 4類がある点で共通していると言える。本稿では仁田（1995）の上記の 3
種 4 類の分類法に従うこととする。なお、本稿の考察対象であるテ形節に後続する主節の述語に付加され










































5 検索条件式：前方共起：キーから 10語以内 語彙素が て 
       AND 品詞の中分類が 助詞-接続助詞 























































































































                                                     
7 「動作誘導的な態度」のグループの動詞は、注 6 で挙げた【人ニ ～ V1シロト/シナサイト/スルナト/
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図 1  「V-テ、V-テモラウ」複文の従属節事態と主節事態との関係 
〈従属節の事態〉                 〈主節のテモラウ事態〉 
A 動作の要求・誘導        ・ 
B 動作を行う立場や環境のつくりだし・      ・Ⅰ意志動作の実現 
C 間接的な誘導          ・  
D 身体への関わり         ・      ・Ⅲ生理変化の実現 
(1例のみ、従属節事態は D) 
E 動作主体に向かうのでは     ・       ・Ⅳ心理変化の実現 
ない種々の動きや状態              (1例のみ、従属節事態は D) 
 
図 2  「V-テ、V-（サ）セル」複文の従属節事態と主節事態との関係 
〈従属節の事態〉                 〈主節の使役事態〉 
 A 動作の要求・誘導        ・ 
 B 動作を行う立場や環境のつくりだし・      ・Ⅰ意志動作の引きおこし 
 C 意識の誘導           ・      ・Ⅱ身体運動の引きおこし 
                           （これは A～Cからも） 
 D 身体部位への関わり       ・      ・Ⅲ生理変化の引きおこし 
 E 動作主体に向かうのでは     ・       ・Ⅳ心理変化の引きおこし 



























































































 複文の従属節と主節とが時間的前後関係をなす複文の用例は全 284 用例中 90 例ある
（32％）。このうち、従属節の述語動詞が意志動詞である文が 9例あり、無意志動詞である











5.3  従属節と主節との関係が付帯状態と主たる状態との関係 
従属節と主節との関係が＜付帯状態―主たる状態＞の関係である複文は 284用例中 61例
ある（21％）。その中で、従属節中に意志動詞が用いられる文が 8例あり、無意志動詞が用


































意志動詞 41 9 8 58 



























〈従属節の事態〉                     〈主節のテモラウ事態〉 
   A 動作の要求・誘導         ・ 
B 動作を行う立場や環境のつくりだし・     ・Ⅰ意志動作の実現 
① 意志動作  C 間接的な誘導          ・  
D 身体への関わり         ・     ・Ⅲ生理変化の実現 
(1例のみ、D類) 
E 動作主体に向かうのでは     ・       ・Ⅳ心理変化の実現
ない種々の動きや状態               (1例のみ、D類) 
                  
② 無意志動作  E  動作主体に向かうのでは          ・ 
         ない種々の動きや状態 
 
図 3 原因―結果の「V-テ、V-（ラ）レル」複文の従属節事態と主節事態との関係 
〈従属節の事態〉                      〈主節の受身事態〉       
① 意志動作   種々の意志動作     ・        ・意志動作の実現 
② 無意志動作  種々の無意志動作    ・        ・無意志動作の実現     
                             （2例のみ） 




〈従属節の事態〉                      〈主節の使役事態〉 
         A 動作の要求・誘導                ・ 
               B 動作を行う立場や環境のつくりだし ・           ・Ⅰ意志動作の引きおこし（実現）  
① 意志動作   C 意識の誘導               ・       ・Ⅱ身体運動の引きおこし（実現） 
                                          （これは A～Cからも） 
               D 身体部位への関わり              ・      ・Ⅲ生理変化の引きおこし（実現） 
E 動作主体に向かうのでは       ・      ・Ⅳ心理変化の引きおこし（実現） 
ない種々の動きや状態                       （これは A～Dからも） 
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